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○○○○○This study was designed to elucidate the historical changes in the Tomioka Silk Mill, 
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1 研究の背景と目的 
富岡製糸場と周辺地区の観光まちづくりのために，長
く地域に親しまれてきた富岡製糸場を保存・活用する必
要があると考える．本研究は，近代化産業遺産としての
富岡製糸場の歴史的変遷，周辺地区の土地利用の変容，
産業遺産的価値と周辺地区の評価，富岡製糸場と周辺地
区の観光まちづくりを明らかにし，今後の観光まちづく
りの課題と方向性を示すことを目的とする． 
 
2 富岡製糸場と研究対象地区 
富岡製糸場と絹産業遺産群は，2014 年 6 月 25 日に日
本で 18件目の世界遺産に登録された．同年 12月 10日，
我が国の絹産業の拠点施設である富岡製糸場の繰糸工場，
東繭倉庫，西繭倉庫が国宝建造物に指定された．富岡製
糸場の周辺地区は，景観法に基づく富岡製糸場周辺特定
景観区域という，世界遺産の景観や環境を守る規制区域
の一部である．研究対象地区は，周辺地区のうち上町，
宮本町，城町の各通りで囲まれた範囲である． 
 
3 研究の特徴と構成 
産業遺産とは，歴史的，社会的，建築学的，技術的あ
るいは科学的価値のある産業文化の遺物である．本研究
では，主として歴史的，社会的，建築学的な観点から産
業遺産と富岡製糸場に関する既往研究を整理した． 
研究の特徴は，富岡製糸場の歴史を建設期，操業期，
操業停止後に分け，文献資料，新聞記事などから変遷を
明らかにする．さらに，周辺地区の土地利用の変容，観
光客と地域住民を対象としたアンケート調査の結果を活
用した産業遺産的価値と周辺地区の評価を明らかにし，
今後の観光まちづくりの課題と方向性を示すことである． 
研究の構成として，５編の査読論文 1) ～5)に基づき，第
１章は序論であり，研究の背景を述べる．第２章では研
究の視点と目的を述べる．第３章では既往研究を概括し，
本研究の特徴と構成を示す．第４章は富岡製糸場の建設
期，第５章は操業期，第６章は操業停止後，それぞれの
歴史的変遷を明らかにする．第７章では周辺地区の土地
利用の変容，第８章では産業遺産的価値と周辺地区の評
価を行う．第９章では富岡製糸場と周辺地区の観光まち
づくり，第 10章の総括では研究成果のまとめを述べる． 
 
4 富岡製糸場の歴史的変遷 
1872 年 11 月 4 日の操業開始から 1987 年 3 月 5 日の
操業停止に伴う閉所式までの 115 年間を操業期とする．
操業期以前を建設期，閉所式以後を操業停止後とする． 
4・1  建設期の富岡製糸場の歴史的変遷 
旧富岡製糸場建造物群調査報告書などの文献資料を
活用した．結果，富岡製糸場の煉瓦などの建築資材が地
域の文化活動を推進する文化施設などの建設に寄与する
可能性を示した．さらに，富岡製糸場と横須賀製鉄所の
木骨煉瓦建造物の歴史的特徴として，建設に共通して関
わった技術者がバスチャンであることを裏付けた．富岡
製糸場の建設にヴェルニーやブリューナも関係していた
ことが分かり，2 つの施設の類似性の根拠を深めた． 
4・2  操業期の富岡製糸場の歴史的変遷 
富岡製糸場総合研究センター報告書および片倉工業
株式會社三十年誌を活用した．結果，昭和初期以降の生
糸生産量や原料繭購入において，我が国や片倉工業にお
ける富岡製糸場の占める割合は，比較的低位置を占めて
 
 
 
いたことが分かった．ところが，戦後比較的少ない工女
数で生糸生産量の増大が実現し，国内総生産量に占める
割合も増加傾向であった． 
4・3  操業停止後の富岡製糸場の歴史的変遷 
富岡製糸場の世界遺産登録前における地域の観光ま
ちづくりの取り組みを捉えるために，新聞記事とテキス
トマイニングを用いた．結果，世界遺産登録に至った富
岡製糸場における地域の観光まちづくりの取り組みとし
て，とみおか観光まちづくり推進協議会（以下協議会と
記す），富岡商工会議所，企業・団体の結びつきが判った．
さらに，協議会，富岡商工会議所，企業や団体がそれぞ
れ活動を進めている可能性も見出した． 
 
5 周辺地区の土地利用の変容 
富岡製糸場の周辺地区の土地利用調査などから土地
利用の変容分析を行った．結果，富岡製糸場の操業中は
事業所の土地利用の区画数が比較的大きかったことから，
通りごとの土地利用が事業所に特化していたが，操業停
止や一般公開・世界遺産暫定リスト入りを経て，事業所
としての統一性が低下し，住居や駐車場・空地との混在
化が著しくなったことから，街並みとしての統一性が低
下していることが分かった．さらに，現地調査により，
空地の一部が活用されていたことが分かった．周辺地区
の空洞化対策としての土地区画整理事業が世界遺産登録
運動に伴い廃止され，富岡製糸場を核としたまちづくり
と整備計画が調和・連携して遂行されている可能性があ
ることが分かった．史跡指定地の周辺整備に加えて世界
遺産の緩衝地帯において景観を保全する景観まちづくり
が必要であると考える．また，富岡市の景観計画区域内
の規制・誘導措置について，富岡製糸場に最も近いゾー
ンでは，比較的，景観規制が厳しいにも拘わらず，外壁
の修繕・色彩に関する景観届出が増加傾向であった．支
援措置について，補助金交付を受けた事業は，卸・小売
業が最多の土産物に続き和菓子，雑貨，花など，飲食店
が割烹や居酒屋などであった． 
 
6 産業遺産的価値と周辺地区の評価 
富岡製糸場の産業遺産的価値について，地域住民と観
光客は，歴史的価値，建造物的価値，生産システム的価
値，工場制度的価値の観点で評価していた．全ての価値
共に 80 点（5 段階評価で 4）以上であり，産業遺産的価
値が高いことが分かった．地域住民の支払抵抗が最小と
なる金額 3,712 円は，観光客 1,361 円の 2.7倍であった．
試算した観光客 3.9 億円（1,300 円×2012 年度 30 万人）
に地域住民の便益を加算すると年間の維持管理費用 3 億
円を十分上回ると考えられるため，産業遺産的価値が費
用対効果の面から十分認められることを明らかにした．
周辺地区を評価した結果，地域住民の観点から見ると，
周辺地区の整備では，各種の施設整備や景観対策などに
改善の余地があることが分かった．富岡製糸場への観光
客の来訪増加により，一時的に交通渋滞や違法駐車など
の環境悪化も懸念されるが，周辺地区の施設整備や景観
対策などを講じることにより，環境改善や定住効果が得
られると考える． 
 
7 富岡製糸場と周辺地区の観光まちづくり 
富岡製糸場の観光客数の推移と観光客の動向，富岡市
の観光まちづくりの取り組みを整理し，今後の観光まち
づくりの課題と方向性を示した． 
（１）富岡製糸場 
行楽シーズン終了後の 12 月から 4 月まで，観光客数
の閑散期がみられることが課題である．閑散期を解消す
ることを目的とした，団体観光客の誘客活動が必要であ
る．さらに，旅行業者への誘客活動，国内外からの高等
学校の修学旅行などの教育旅行の誘致という誘客プロモ
ーション活動に取り組むことが急務であると考える．  
（２）周辺地区 
周辺地区の団体観光客の滞在時間が個人と比較して
短時間であることが課題である．解説員によるガイドツ
アーの内容・エリアを周辺地区まで拡大する方法が考え
られる．さらに，商工会議所や協議会などが行政と地域
住民・観光客を円滑につなげるよう，研究成果を情報提
供する支援に今後も取り組み，地域活性化を目指したい． 
（３）群馬県 
富岡製糸場から軽井沢や妙義山，群馬サファリパーク，
伊香保・草津といった温泉地などの各地を移動するため
の交通手段として，自家用車や観光バス以外の公共交通
機関の改善を見込めないことが課題である．富岡製糸場
から群馬県内各地を移動するために，自家用車や観光バ
スを活用した周遊ルートの作成・実現が必要である． 
以上から，富岡製糸場の事例は，日本国内で世界遺産
に登録された近代化産業遺産の一つであり，同遺産と周
辺地区の考察から，今後の観光まちづくりの課題と方向
性を示す適当な例証の一つといえる． 
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